
令和６年６月市議会定例会議案概要説明 

 

令和６年６月市議会定例会は、６月４日に招集することで、本日、告示を行いました。 

 ６月議会に提案いたします議案としては、甲議案として２件、乙議案として１件、報告

７件の計１０件について提案し、ご審議をお願いすることとしております。 

今回提案する６月補正予算につきましては、内水浸水被害の軽減のための具体的対策の

検討にかかる経費や、自治体 DX 推進計画による自治体情報システムの改修、立地適正化

計画策定業務など、一般会計で約１３億８千万円の補正予算となります。 

それでは、令和６年度６月補正予算の概要につきまして、ご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７次鳥栖市総合計画において、特に重点的に取り組む施策を「重点戦略」として策定

しております。「重点戦略」は７つの柱で構成しており、今回の補正予算につきましては、

このうち５つの柱に沿って説明いたします。 

まず、「まちのポテンシャルを高める都市づくり」でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『立地適正化計画策定事業』につきましては、人口減少、高齢化社会等の課題に対応す

るため効率的な市街地形成に向けた、立地適正化計画を策定するものでございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『田代大官町・萱方線等道路改良事業』及び『国土交通省・今町線道路改良事業』につ

きましては、車両や歩行者等の円滑で安全な通行確保のため道路改良を行うものでござい

ます。今回、国の予算の内示に伴いまして事業の進捗をすすめるために補正するものでご

ざいます。 

『道路舗装事業（永吉・重田線）』及び『橋梁長寿命化事業』につきましても、国の予算

の内示に伴いまして事業の進捗をすすめるために補正するものでございます。 

 

次に、「くらしに活力と豊かさを感じる都市づくり」でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『市民公園整備事業（調査検証業務委託料）』につきましては、市民公園整備に係る費

用対効果の分析を行うものでございます。 

 



次に、「命が守られ、安全・安心して暮らせる都市づくり」でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『内水浸水対策事業』につきましては、本市の内水浸水対策をより一層推進するため、

令和６年度当初予算に計上した３Ｄ都市モデル整備事業に加え、市内４エリアの浸水被害

軽減の具体的で短期的な内水浸水対策を検討するために調査等業務を市独自で行うもの

でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『定額減税調整給付金給付事業』につきましては、国のデフレ完全脱却のための総合経

済対策における物価高への支援として実施される定額減税を十分に受けられない方へ、調

整給付金を給付するものでございます。 

『物価高騰に伴う低所得世帯支援給付金給付事業』につきましては、物価高騰で厳しい

状況にある低所得世帯を支援するため給付金を給付するものでございます。 

『新型コロナワクチン定期接種事業』につきましては、令和６年４月１日から定期接種

となった新型コロナワクチン接種の料金について一部公費負担を行うものでございます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に『交通安全施設整備事業』につきましては、市民が安全・安心に通行できるよう、

横断歩道の移設や老朽化した道路照明灯の建替え等を行うものでございます。今回、国の

予算の内示に伴いまして事業の進捗をすすめるために補正するものでございます。 

『消防団の力向上モデル事業』につきましては、消防団の地域防災力強化のため、水防

用資機材等の整備を行うものでございます。また、団員数確保や将来の担い手育成のため、

各種活動のＰＲを行うものでございます。 

 

次に、「子育て支援と学校教育が充実した都市づくり」でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『放課後児童健全育成事業』につきましては、田代小学校なかよし会Ｂクラス建設の設

計業務及び民設民営の児童クラブへ施設整備等に要する費用を補助するものでございま

す。 

『若葉小学校築山測量設計業務』につきしては、安全面を考慮し、若葉小学校の築山撤

去を行うため、撤去にかかる測量設計を行うものでございます。 



最後に、「効果的・効率的な行政運営のための行財政改革」でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『自治体ＤＸ推進事業（基幹系情報ｼｽﾃﾑ標準化移行事業）』につきましては、令和７年度

中の稼働にむけて、自治体情報システムの標準化・共通化を推進し、市民の利便性向上や

業務の効率化を図るものでございます。 

 

 以上が、６月補正予算の主な内容となりますが、今回の補正額は、１３億８，３５９万６

千円を補正し、補正後の一般会計予算額は３２０億９，３３９万９千円となります。 


